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第７２５回経済学研究科教育会議抄録 

 

日 時    平成２８年１月１３日（水）１０時３０分～１１時４０分 

場 所    経済学研究科棟６階 大会議室 

出席者 馬場研究科長、松井主任、中村、小幡、渡辺、久保川、尾山、竹野内、桑嶋、岡崎、佐藤、      

粕谷、中林各委員 

欠席者 中西、高橋（昭）各委員 

 

Ⅰ．報告事項 

１．博士課程出願状況について 

松井主任から、博士課程出願状況について報告があった。 

２．学位論文（修士）の審査委員会委員並びに主査の選出について 

松井主任から、前回の教育会議までに未決定であった４名の学位申請者に対する審査委員並びに

主査の選出について報告があった。 

 

Ⅱ．協議事項 

１．第７２４回本研究科教育会議抄録（案）について 

  原案のとおり議決した。 

２．学生の休学期間の変更について 

  松井主任から、修士課程学生１名の休学期間の変更について説明があり、申請のとおり議決した。 

３．平成２９年度東京大学大学院経済学研究科修士課程募集要項、補足説明書（案）について 

  松井主任から、募集要項及び補足説明書の主な変更点について説明があり、原案について１月   

２７日（水）開催の副専攻会議で検討のうえ、意見があれば研究科主任まで申し出ることとし、次

回本会議で議決することとした。 

４．平成２９年度東京大学大学院経済学研究科博士課程募集要項、補足説明書（案）について 

松井主任から、募集要項及び補足説明書の主な変更点について説明があり、原案について１月   

２７日（水）開催の副専攻会議で検討のうえ、意見があれば研究科主任まで申し出ることとし、次

回本会議で議決することとした。 

５．平成２９年度東京大学大学院経済学研究科特別選考による修士課程及び博士課程募集要項（案）

について 

松井主任から、募集要項（修士課程、博士課程９月入学及び４月入学）の主な変更点について説

明があり、意見があれば研究科主任まで申し出ることとし、次回本会議で議決することとした。 

６．学位論文（修士）審査委員会委員の変更について 

    松井主任から、学位論文（修士）審査委員会委員の変更について説明があり、原案のとおり議決

した。 

 ７．学位論文（課程博士）の審査結果について 

  松井主任から、学位論文（課程博士）の審査結果について説明があり、出席した１３名の委員の

合意により、博士（経済学）の学位を授与することを議決した。 
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８．学位論文（論文博士）の審査副専攻の選定及び審査委員会委員並びに主査の選出について 

松井主任から、学位論文（論文博士）の審査副専攻の選定について説明があり、原案のとおり議

決した。続いて、審査委員会委員並びに主査の選出について報告があった。 

９．平成２８年度前提履修科目希望調査の実施について 

  粕谷カリキュラム委員長から、前提履修科目希望調査の実施について説明があり、原案のとおり

議決した。 

10．平成２８年度授業科目の追加について 

  粕谷カリキュラム委員長から、授業科目の追加について説明があり、原案のとおり議決した。 

11．履修登録に関する諸注意（案）について 

粕谷カリキュラム委員長から、履修登録に関する諸注意について説明があり、原案について１月

２７日（水）開催の副専攻会議で検討のうえ、意見があれば大学院係まで申し出ることとし、次回

本会議で議決することとした。 

12．経済学研究科規則の一部改正について 

  松井主任から、経済学研究科規則の一部改正について説明があり、原案のとおり議決した。 

13．2016年度大使館推薦による国費外国人留学生の受入れ審査結果について 

松井主任から、2016年度大使館推薦による国費外国人留学生の受入れ審査結果について説明があ

り、原案のとおり議決した。 

14．平成２８年度経済学研究科主要日程（案）について 

松井主任から、平成２８年度経済学研究科主要日程（案）について説明があり、１月２７日（水）

開催の副専攻会議で検討のうえ、次回本会議にて改めて附議することとした。なお、本主要日程は

教員の日程確保のため、事前に現在の案を各教員宛周知することとした。 

15．学生表彰について 

  松井主任から、学生表彰について、後日各教員宛に推薦依頼をするので、該当する者がいた場合

推薦いただきたい旨の説明があった。 

16．特修コースについて 

 （１）概要について 

松井主任から、特修コースの概要（案）を作成したので、１月２７日（水）開催の副専攻会議

で検討のうえ、意見があれば研究科主任まで申し出ることとし、次回教育会議で議論することと

した。 

  （２）年限短縮細則について 

    松井主任から、特修コースによる修業年限短縮に関する細則、細則の運用に関する了解につい

て説明があり、原案のとおり議決した。 

 

Ⅲ．その他 

１．修士論文の期日外提出について 

  松井主任から、期日外に提出された修士論文の扱いについて諮られ、議論の結果、期日外に提出

された修士論文は受け付けないこととした。 

２．次回開催日時は、２月３日（水）１０時３０分からであることが確認された。 


